











Ｆ　条文（本号，第 2 編物権，第 2 章占有権，第 2 節占有権の効力，
第188条から第191条まで）
むすび
凡例
流れ図については，つぎの書物を参照した。すなわち，寺田文行ほか
編・高校数学解法辞典，1205頁以下「コンピュータ」である。
つぎに，記号の意味を述べよう。前掲載1206頁によれば，
　は，「はじめ」と「おわり」を示す。
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　は，「計算式など処理の内容をかく。」
　は，「判断の条件をかきこみ，それによって分岐する。」
ということである。
　本稿では，
　　　　　　　　　のばあいに，YはYesすなわち，「はい」を表し，
　　　　　　　　　　NはNoすなわち，「いいえ」を表す。
数字だけ書いてあるばあいは，条文を表し，項は①②などと表す。
注は，⑴⑵・・・などとして表す。
注のなかで，図をもちいて説明する。以下のように，図の意味を決めて
おく。
権利・義務の主体は，人であり，人の頭，ヘルメットは，丸いので，丸
で表す。すなわち権利・義務の主体＝
人＝
権利・義務の主体である，人を丸で表すのにたいし，権利・義務の客体は，
何かあることであり，四角形で表す。すなわち，
権利・義務の客体＝
人が，何かある権利を持っている，あるいは義務を負っているというばあ
い，人と権利・義務の客体は，線で結ばれている，と考える。そこで，つ
ぎのように表す。
　　は，権利があることを表す。たとえば，債権。
民法の流れ図
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　　は，所有権があることを表す。所有権は，たとえて言えば，
太い綱である。
　　制限物権の設定は，所有権の太い綱から，一本の糸を取り出
すことを表す。左図で，点線は，制限物権が取り出されてい
る状態を表す。
　　は，占有権があることを表す。
　　は，義務があることを表す。たとえば，債務。
　　は，「売る」，「買う」などの意思表示などを表す。
登記
　　は，不動産にかんする物権の変動の対抗要件を表す。
引渡し
　　は，動産にかんする物権の譲渡の対抗要件を表す。
参考までに，対抗要件を で表したのは，つぎのイメージによる。
中世ヨーロッパの騎士が，片手にもっていた盾のイメージである。相
手からの，攻撃を防ぐ盾の形は，おおよそ逆三角形であった。そこで，逆
三角形の形で，対抗要件を表す。もう一つ，他の例を挙げる。パソコン
のゲームにあるピンボールのなかで，上から落ちてくる球を跳ね返す，ク
リッパーという逆三角形の道具がある。相手方の意思表示が球の動き，と
すれば，球を跳ね返すのが，クリッパー，である。
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第188条
⑴　高梨公之監修・口語民法を参照した。動産の所有者をA，動産を窃盗
した者をBとする。
占有物について行使する権利の適法の推定
⑴
　占有者が占有物について行使する権利は，
適法に有するものと推定する。
Ａ Ａ
占有権
盗んだ
所有権
Ａは，動産の所有者は自分であり，
Ｂには正当な権利がないことを，
証明しなければならない。
窃盗した者（Ｂ）であっても，
占有しているときは，正当な
権利をもっていることが推定される。
動産
Ｂ Ｂ
民法の流れ図
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⑴　本条、第１項は、「果実を善意で取得した者に返還を請求するのは酷
だという理由にもとづく。」とされる。川井健・島津一郎・体系民法事
典〔第三版増補〕168頁参照。本条と次条について、沼正也博士は、つ
ぎのように述べられる。「ここに果実は天然果実・法定果実の双方を含
み、ほんらい当該果実収取権をもつ者は、他者に占有された物から収取
された果実の返還請求の意思をもち、反面、占有者は善意・悪意の占有
者たるとを問わず総じてその返還の意思をもたぬであろう。双方のこの
相反的な意思の比較較量において本条第一項は悪意の占有者の場合をべ
つとし占有者がわに軍配をあげる。」物権法comments185頁参照。
　　高梨公之監修・口語民法に「売り主が未成年者などであったために契
約を取り消されて所有権を失った買い主……は、最終的には物を返還し
なければならないかもしれないが、本条によって果実は得られる。」と
いう例がある。以下、図解する。
善意の占有者による果実の取得等
その訴えの提起の時から，悪意の占有者とみなす。
⑴①
Y
N ②
善意の占有者は，占有物から生ずる果実を取得する。
善意の占有者が
本権の訴えにおいて，敗訴したか
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Ａ
買う
取消し
売る
買主 建物を
貸す 借りる
売主
未成年者
Ｂ
Ａ
Ｂ Ｃ
Ｃからの家賃
建物
ＢがＣに賃貸
して，法定果実
（家賃）を取得
Ａが売買契約
を取消し
Ａ
取消し
Ａ
Ｂ Ｃからの家賃Ｂ
民法の流れ図
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第190条
⑴　建物の所有者をA、悪意の占有者をB、Bから建物を賃借した者をCと
する。
Ａ
Ｃ
Ａに所有権がある建物を
Ｂが悪意で占有して，Ｃへ
賃貸した。
Ｃからの
家賃の償還
悪意の占有者
占有権
所有権
貸す 借りる
Ｂ
Ａ
Ｂは、果実すなわちＣから
受領した家賃を、Ａへ償還
する義務を負う。
義務
権利
Ｂ
悪意の占有者による果実の返還等
⑴①
②
　悪意の占有者は，果実を返還し，かつ，
すでに消費し，過失によって損傷し，
または収取を怠った果実の代価を償還
する義務を負う。
　前項の規定は，暴行もしくは強迫または隠匿
によって占有をしている者について準用する。
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第191条
占有者による損害賠償
Ｙ
　占有物が，占有者の責めに帰すべき事由
によって滅失し，または損傷したときは，
その回復者にたいし
善意の占有者
Ｎ
Ｎ⑶
⑵⑴
Y
悪意の占有者か
占有者に
所有の意思があるか
　占有物の滅失または損傷に
よって現に利益を受けている
限度において賠償をする義務
を負う。
　その損害の全部の賠償を
する義務を負う。
民法の流れ図
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⑴　以下、注⑵，⑶をふくめて，占有物たとえば骨董品の占有者をＢ，骨
董品の所有者をＡとする。Ｂが，Ｂの責めに帰すべき事由によって，骨董
品を燃やした結果，骨董品が滅失したばあいを，例とする。
⑵　
Ａ
悪意すなわち自分に所有権が
ないことを知っているばあい。骨董品
燃やした
所有権
損害賠償
占有権
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ａ
善意すなわち自分に所有権が
ないことを知らなかった。
しかし，所有の意思があるばあい。
Ｂは、現に利益を受けていない。
したがって，ＢはＡにたいし，なにも
賠償する義務を負わない。
燃やした
Ｂ
Ａ
Ｂ
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⑶
Ａ
善意すなわち，Aから賃貸借して
いないことを知らなかった。その
反面，Aから賃貸借しているつもり，
すなわち所有の意思がないばあい。
燃やした
損害賠償
Ｂ
Ａ
Ｂ
